
令和 7年度 教育市民委員会行政視察 事前勉強会資料 

②11/13（木）午前  【札幌市教育委員会】 

視察項目 コミュニティ・スクールについて 

視察項目の概要 ①令和６年度からコミュニティ・スクールを導入 

・小学校８校、中学校７校（R7年度１０５校） 

・札幌市学校運営協議会規則（施行日：R6.４．１） 

・予算：4,300千円（R7年度１０，０００千円） 

②札幌市におけるコミュニティ・スクールの特徴 

・小学校と中学校のパートナー校で一つの学校運営協議会を設置することにより、義務教育９年間

における系統性・連続性のある学びや育ちを充実させる。 

・子どもの声を学校運営協議会に取り入れ、学校運営に反映する。 

視察項目に関する本市の 

現状・課題 

①令和６年度からモデル校を設置 

・小学校５校、中学校２校、高校１校 

・「学校評議員会」を「拡大評議員会」（学校運営協議会をシミュレートするもの）として実施 

②熊本市らしいモデル事業の特徴 

・こどもの意見や考えが学校運営や地域づくり等に反映されるような取組を実施する。 

・地域と学校をつなぐ地域コーディネーター（地域住民と公民館とまちセン）を設置する。 

③課題について 

・未導入のため、地域や学校へコミュニティ・スクールについての理解を図っていく必要がある。 

・モデル校での成果を示し、予算化を図る必要がある。 

視察のポイント 

 

①札幌市コミュニティ・スクール推進事業の成果と課題 

②今後の導入計画（予算も含めて） 

③札幌らしいコミュニティ・スクールの在り方検討委員会について（令和 4・5年度） 





 




